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(57)【要約】
【課題】揚重機のフックの下げ過ぎにより吊りワイヤの
ループがフックの鈎部内で上方向に移動した際にループ
がフックから外れるのを防止することができるようにし
た吊りワイヤの外れ止め具を提供することである。
【解決手段】揚重機のフック１における鈎部３の両側面
に磁力による吸着によって取付けられる永久磁石からな
る吸着体１１のそれぞれに孔１４を形成し、その孔１４
に外れ止めワイヤ１２の両端部を相反する方向から挿通
して鈎部３に係合されるループ１５を形成し、その外れ
止めワイヤ１２の両端部にカラビナ１３を連結し、その
カラビナ１３をフック１に掛けられた吊りワイヤＷの上
端のループＲに係合し、上記ループＲが鈎部３の内部で
上方向に移動した際に、その鈎部３から外れるのを防止
する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　軸部の下端に鈎部が連設され、その連設部に鈎部の開口を開閉する外れ止めレバーが設
けられたフックに吊り対象物を吊り下げ支持する吊りワイヤの端部のループを係合し、そ
のループがフックの鈎部開口から抜け出るのを防止する吊りワイヤの外れ止め具において
、
　前記フックにおける鈎部のループ係合位置から軸部側に片寄った位置の側面に吸着され
る永久磁石からなる吸着体と、その吸着体に一端部が連結された外れ止めワイヤと、その
外れ止めワイヤの他端部に連結されて吊りワイヤのループに係脱されるカラビナとからな
り、前記鈎部の側面に吸着体を吸着した状態で、外れ止めワイヤとカラビナの長さの総和
が吸着体の外れ止めワイヤ連結部位から鈎部の開口までの長さより短くしたことを特徴と
する吊りワイヤの外れ止め具。
【請求項２】
　軸部の下端に鈎部が連設され、その連設部に鈎部の開口を開閉する外れ止めレバーを設
けられたフックに吊り対象物を吊り下げ支持する吊りワイヤの端部のループを係合し、そ
のループがフックの鈎部開口から抜け出るのを防止する吊りワイヤの外れ止め具において
、
　前記フックにおける鈎部のループ係合位置から軸部側に片寄った位置の両側面に吸着さ
れる永久磁石からなる一対の吸着体と、各吸着体の外周部に形成された孔に両端部が相反
する方向から挿通されてフックの鈎部に係合可能なループが形成された外れ止めワイヤと
、その外れ止めワイヤの両端部に連結されて吊りワイヤのループに係脱されるカラビナと
からなり、前記鈎部の側面に吸着体を吸着し、かつ、外れ止めワイヤのループを鈎部に係
合し、そのループが鈎部を締付ける状態で、吸着体の孔からカラビナの先端までの長さを
孔から鈎部の開口までの長さより短くしたことを特徴とする吊りワイヤの外れ止め具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、揚重機のフックに掛け吊るされた吊りワイヤがフックから外れ落ちるのを
防止する吊りワイヤの外れ止め具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、地盤に打込まれた土留め用の鋼矢板やＨ形鋼の引抜きに際しては、ワイヤの巻
取り、巻き戻しによって昇降動されるフックを備えたクレーン（揚重機）が採用される。
【０００３】
　図６は、Ｈ形鋼２０の引抜き状態を示す。そのＨ形鋼２０の引き抜きに際し、Ｈ形鋼２
０の上端に形成された孔２１にシャックル２２を取付け、そのシャックル２２に吊りワイ
ヤ２３の一端のループ２４を係合し、吊りワイヤ２３の他端のループ２５を揚重機のフッ
ク２６に掛けて、そのフック２６を引き上げるようにしている。
【０００４】
　地面上に引き上げられたＨ形鋼２０は、フック２６の下降により地面上に伏倒され、そ
の伏倒状態でフック２６から吊りワイヤ２３のループ２５を取外すようにしているが、上
記フック２６の下降によるＨ形鋼２０の伏倒時に、Ｈ形鋼２０が地面に起立する状態とさ
れる場合があり、その状態でフック２６が下降されると、剛性の高い吊りワイヤ２３の上
端のループ２５は下降動するフック２６に対して上方に移動するようになり、フック２６
とループ２５の相対移動によってループ２５がフック２６から外れる場合がある。
【０００５】
　ここで、吊りワイヤ２３の上端のループ２５がフック２６から外れると、フック２６に
ループ２５を掛けることができず、起立状態のＨ形鋼２０がバランスを崩して転倒する危
険がある。
【０００６】
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　そのような危険を未然に防止するため、フック２６の鈎部２６ａ開口に開閉可能な外れ
止めレバー２７を設けたフックが一般に使用されている。上記外れ止めレバー２７はフッ
ク２６の軸部２６ｂと鈎部２６ａの連設部に揺動自在に支持され、その揺動中心部に支持
されたキックばねにより鈎部２６ａの開口を閉鎖する方向に付勢され、その閉鎖状態で先
端と鈎部２６ａの先端部内面間に吊りワイヤ２３のループ２５が通り抜けすることができ
ない程度の間隔が設けられている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、揚重機のフック２６はＨ形鋼２０等の重量のある吊り対象物を吊下げて運搬
するものであるため、吊り対象物の繰り返しの運搬によって鈎部２６ａが変形し、その鈎
部２６ａの先端部内面と外れ止めレバー２７の間隔が次第に大きくなり、吊りワイヤ２３
のループ２５が通過し得るまで鈎部２６ａが変形している場合がある。
【０００８】
　ここで、フック２６の鈎部２６ａの変形の度合いが知られていない状態でＨ形鋼２０等
の吊り対象物の運搬作用が継続されると、その吊り対象物が地面に起立状態からフック２
６が下げられた場合に、吊りワイヤ２３の上端のループ２５がフック２６から外れる危険
がある。
【０００９】
　また、フック２６の鈎部２６ａが変形していない場合であっても、外れ止めレバー２７
の先端と鈎部２６ａの先端部内面間の間隔よりも線径の細い吊りワイヤ２３が誤って使用
された場合にも、上記と同様に、吊りワイヤ２３の上端のループ２５がフック２６から外
れる危険がある。
【００１０】
　この発明の課題は、揚重機のフックの下げ過ぎにより吊りワイヤのループがフックの鈎
部内で上方向に移動した際にループがフックから外れるのを防止することができるように
した吊りワイヤの外れ止め具を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記の課題を解決するために、第１の発明においては、軸部の下端に鈎部が連設され、
その連設部に鈎部の開口を開閉する外れ止めレバーが設けられたフックに吊り対象物を吊
り下げ支持する吊りワイヤの端部のループを係合し、そのループがフックの鈎部開口から
抜け出るのを防止する吊りワイヤの外れ止め具において、前記フックにおける鈎部のルー
プ係合位置から軸部側に片寄った位置の側面に吸着される永久磁石からなる吸着体と、そ
の吸着体に一端部が連結された外れ止めワイヤと、その外れ止めワイヤの他端部に連結さ
れて吊りワイヤのループに係脱されるカラビナとからなり、前記鈎部の側面に吸着体を吸
着した状態で、外れ止めワイヤとカラビナの長さの総和が吸着体の外れ止めワイヤ連結部
位から鈎部の開口までの長さより短くした構成を採用したのである。
【００１２】
　また、上記の課題を解決するため、第２の発明においては、軸部の下端に鈎部が連設さ
れ、その連設部に鈎部の開口を開閉する外れ止めレバーを設けられたフックに吊り対象物
を吊り下げ支持する吊りワイヤの端部のループを係合し、そのループがフックの鈎部開口
から抜け出るのを防止する吊りワイヤの外れ止め具において、前記フックにおける鈎部の
ループ係合位置から軸部側に片寄った位置の両側面に吸着される永久磁石からなる一対の
吸着体と、各吸着体の外周部に形成された孔に両端部が相反する方向から挿通されてフッ
クの鈎部に係合可能なループが形成された外れ止めワイヤと、その外れ止めワイヤの両端
部に連結されて吊りワイヤのループに係脱されるカラビナとからなり、前記鈎部の側面に
吸着体を吸着し、かつ、外れ止めワイヤのループを鈎部に係合し、そのループが鈎部を締
付ける状態で、吸着体の孔からカラビナの先端までの長さを孔から鈎部の開口までの長さ
より短くした構成を採用したのである。
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【発明の効果】
【００１３】
　上記第１の発明のように、フックの鈎部側面に吸着体を吸着した状態で、外れ止めワイ
ヤとカラビナの長さの総和が吸着体の外れ止めワイヤ連結部位から鈎部の開口までの長さ
より短くしたことにより、フックの下げ過ぎにより吊りワイヤのループがフックの鈎部内
で上方向に移動したとしても、吊りワイヤのループは外れ止めレバーの内面に向く方向に
移動してフックの鈎部開口から抜け出るようなことはなく、吊り対象物を安全に運搬する
ことができる。
【００１４】
　また、第２の発明のように、フックの鈎部の側面に吸着体を吸着し、かつ、ループを鈎
部に係合し、そのループが鈎部を締付ける状態で、吸着体の孔からカラビナの先端までの
長さを孔から鈎部の開口までの長さより短くしたことにより、フックの下げ過ぎにより吊
りワイヤのループがフックの鈎部内で上方向に移動したとしても、第１の発明と同様に、
吊りワイヤのループは外れ止めレバーの内面に向く方向に移動してフックの鈎部開口から
抜け出るようなことはなく、吊り対象物を安全に運搬することができる。
【００１５】
　また、外れ止めワイヤにフックの鈎部に係合されるループを形成したことにより、吊り
対象物を運搬しない状態でのフックの移動時に障害物に対する衝突によって吸着体がフッ
クから外れたとしても、その吸着体は鈎部に係合した外れ止めワイヤのループに吊下げ支
持されて落下するのが防止され、外れ止め具の落下による怪我の発生を未然に防止するこ
とができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、この発明の実施の形態を図１乃至図５に基づいて説明する。図１および図２はフ
ック１に吊り対象物に連結した吊りワイヤＷの上端のループＲを係合した状態を示す。
【００１７】
　ここで、フック１は、軸部２の下端に鈎部３を連設し、その連設部位に鈎部３の開口を
開閉する外れ止めレバー４を設けた構成とされている。ここで、外れ止めレバー４は図３
に示すピン５を中心にして揺動自在とされ、そのピン５に支持されたキックばね６によっ
て鈎部３の開口を閉鎖する方向に向けて付勢され、その外れ止めレバー４の閉鎖状態でそ
の先端と鈎部３の先端部内面間に間隔Ｓが形成されている。
【００１８】
　外れ止めレバー４と鈎部３の先端部内面間に形成された上記間隔Ｓは鈎部３の外方への
変形によって大きくなり、必要以上に大きくなると、吊りワイヤＷのループＲを抜止めす
ることができなくなる。
【００１９】
　フック１の鈎部３には、その鈎部３に係合された吊りワイヤＷのループＲが鈎部３内で
上方向に移動した際に、鈎部３から抜け出るのを防止する外れ止め具１０が取付けられて
いる。
【００２０】
　図５に示すように、外れ止め具１０は、２枚の板状の吸着体１１と、その吸着体１１に
連結された外れ止めワイヤ１２と、その外れ止めワイヤ１２の両端部に取付けられたカラ
ビナ１３とからなる。
【００２１】
　吸着体１１は永久磁石からなり、磁力による吸着によって図１乃至図４に示すように、
フック１における鈎部３の両側面に取付けられる。このとき、吸着体１１は吊りワイヤＷ
のループＲ係合位置から軸部２に片寄った位置が取付け位置とされ、その外周部には外れ
止めワイヤ１２が挿入可能な大きさの孔１４が形成されている。
【００２２】
　外れ止めワイヤ１２は、その両端部が吸着体１１のそれぞれに形成された孔１４に対し
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て相反する方向から挿入されて鈎部３に係合可能なループ１５が形成され、その両端部に
形成された輪１６にカラビナ１３が取付けられている。
【００２３】
　図５に示すように、カラビナ１３は、開閉杆１７を有し、その開閉杆１７を押し込むこ
とにより開口が形成され、その開口の形成状態で吊りワイヤＷのループＲに係脱し得る一
般に広く知られているものであるため、詳細は省略している。なお、カラビナ１３はこれ
に限定されるものではない。
【００２４】
　上記の構成からなる外れ止め具１０において、図３に示すように、吸着体１１を鈎部３
のループＲ係合位置から軸部２に片寄った位置の両側面に吸着し、フック１の鈎部３に係
合した外れ止めワイヤ１２のループ１５によってその鈎部３を締付けた状態において、孔
１４からカラビナ１３の先端までの長さは、孔１４から鈎部３の開口までの長さより短く
なっている。
【００２５】
　このため、図１に示すように、カラビナ１３をフック１の鈎部３に掛け吊るされた吊り
ワイヤＷのループＲに係合することにより、フック１の下げ過ぎによってループＲが鈎部
３内で上方向に移動したとしても、同図の鎖線で示すように、吊りワイヤＷのループＲは
外れ止めレバー４の内面に向く方向に移動してフック１の鈎部３開口から抜け出るような
ことはない。このため、吊りワイヤＷによって吊下げ支持された吊り対象物を安全に運搬
することができる。
【００２６】
　また、外れ止めワイヤ１２に形成されたループ１５をフック１の鈎部３に係合しておく
ことにより、吊り対象物を運搬しない状態でのフック１の移動時に障害物に対する衝突に
よって吸着体１１がフック１から外れたとしても、その吸着体１１は鈎部３に係合した外
れ止めワイヤ１２のループ１５に吊下げ支持されて落下するのが防止される。このため、
外れ止め具１０の落下による怪我の発生を未然に防止することができる。
【００２７】
　実施の形態では、外れ止め具１０として、２枚の吸着体１１のそれぞれに形成された孔
１４に外れ止めワイヤ１２の両端部を相反する方向から挿通してループ１５を形成し、そ
の外れ止めワイヤ１２の両端部にカラビナ１３を連結したものを示したが、鈎部３の側面
に吸着される吸着体に外れ止めワイヤの一端部を連結し、その外れ止めワイヤの他端部に
カラビナを連結したものであってもよい。
【００２８】
　この場合、鈎部３に吸着体を吸着した状態において、吸着体の外れ止めワイヤ連結位置
からカラビナの先端までの長さを吸着体の外れ止めワイヤ連結位置から鈎部の開口までの
長さより短くなるようにして、カラビナを係合した吊りワイヤＷのループＲが鈎部３の開
口から抜け出るのを防止する。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】この発明に係る外れ止め具の使用状態を示す正面図
【図２】図１の縦断側面図
【図３】この発明に係る外れ止め具をフックに取付けた状態を示す一部切欠正面図
【図４】図３のIV－IV線に沿った断面図
【図５】この発明に係る外れ止め具の一部切欠平面図
【図６】（Ｉ）はＨ形鋼の引き上げ状態を示す一部切欠正面図、（II）は側面図
【符号の説明】
【００３０】
Ｗ　　吊りワイヤ
Ｒ　　ループ
１　　フック
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２　　軸部
３　　鈎部
４　　外れ止めレバー
１１　吸着体
１２　外れ止めワイヤ
１３　カラビナ
１４　孔
１５　ループ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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